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東
京
旭
川
会
の
第
十
三
回
総
会
、
懇
親
会
は
平
成
元
年
十
月
二
十
七
日
、
東
京

ｏ
新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

「花
の
間
」
で
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
地
元
旭
川
か
ら
坂
東
徹
市
長
、
関
根
正
次
市
議
会
議
長
、
小
桧
山
享

市
商
工
会
議
所
会
頭
、
金
森
耕
造
観
光
協
会
会
長
ら
は
じ
め
故
平
岡
敏
男
前
会
長
夫
人
の
美
恵
子
さ
ん
ら
も
顔

を
見
せ
、
参
加
者
三
百
三
十
人
で
賑
わ
っ
た
。
（詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
）

写真 (上 )ミ ス旭川が抽選ヮ何が当たるか。(右 )会

場では旭川開基 100年協賛の募金も行なわれた。

(下 )懇親会のア トラクション,フ ラダンスの熱

演に拍手かつさい。

会
場
に
も
女
性
の
風
が
…
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懇親会には,vζ、るさとのゴショイモとカボチャも出ました。

坂東旭川市長 もかけつけて,総会であいさつ。

力 ヾ

る昨
年
は
昭
和
天
皇
の
ご
不
例
で
中

止
と
な

っ
た
た
め
、
二
年
振
り
の
開

催
と
な
り
、
定
刻
前
午
後
五
時
頃
か

ら
来
場
さ
れ
る
方
々
が
相
次
ぎ
、
久

し
振
り
の
再
会
を
懐
し
む
姿
が
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
た
。

総
会
は
大
野
武
夫
常
任
幹
事
の
司

会
で
午
後
六
時
開
会
。
八
木
祐
四
郎

会
長
が
議
長
席
に
つ
い
て
挨
拶
、
つ
い

で
第

一
号
議
案

（昭
和
六
十
二
年
度

事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
）
第
二

号
議
案

（平
成
元
年
度
事
業
計
画
並

び
に
予
算
案
）
第
二
号
議
案

（年
会

費
改
訂
）
第
四
号
議
案
（役
員
改
選
）

の
審
議
に
入

っ
た
。
第

一
号
、
第
二

号
議
案
に
つ
い
て
は
桑
本
平
八
事
務

局
長
か
ら
決
算
（別
掲
）
お
ょ
び
予
算

の
説
明
が
あ
り
、
こ
の
会
計
監
査
も

監
事
の
監
査
を
終

っ
て
い
る
旨
報
告
、

満
場

一
致
で
承
認
。
つ
い
で
第
二
号

議
案
に
入
り
現
在

一
千
五
百
円
の
年

会
費
を
二
千
円
に
改
訂
の
提
案
が
あ

り
原
案
通
り
可
決
と
な

っ
た
。
こ
の

あ
と
第
四
号
議
案
の
役
員
改
選
で
は

八
木
会
長
の
留
任
と
決
ま

っ
た
。

総
会
に
続
い
て
懇
親
会
に
移

っ
た
。

加
藤
桂
子
、
伊
藤
英
子
の
両
常
任
幹

事
が
司
会
、
八
木
会
長
が
挨
拶
。
旭

川
市
か
ら
同
会
長
お
よ
び
矢
野
正
康

柵吟
）長韓蔭慇別州脚剌却」躁コ

れ
た
。
い」
の
あ
と
坂
東
市
長
か
ら

「今

年
の
郷
土
訪
間
旅
行
に
は
青
少
年
を

北
海
道
の
大
自
然
の
中
で
過
ご
す
と

い
う
素
晴
ら
し
い
プ
ラ
ン
を
東
京
旭

川
会
で
樹
て
ら
れ
、
と
て
も
良
い
体

験
を
さ
れ
ま
し
た
。
旭
川
は
今
夏
最

高
温
度
二
十
六
度
と
い
う
気
象
台
始

っ
て
以
来
の
暑
さ
を
記
録
し
て
涼
を

求
め
て
来
た
人
々
を
驚
ろ
か
せ
ま
し

た
。
平
成
二
年
は
旭
川
村
が
誕
生
し

て
百
年
を
迎
え
る
の
で
、
九
月
二
十

日
に
記
念
式
典
が
あ
る
ほ
か
開
基
百

年
記
念
事
業
と
し
て
、
記
念
ホ
ー
ル
、

河
川
公
園
、
嵐
山
公
園
整
備
、
日
本

の
ま
つ
り
旭
川
、
市
民
ふ
れ
合
い
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
計
画
さ
れ
、
ま
た

バ
ー
サ
ー
ス
キ
ー
大
会
に
は
ス
ウ
エ
ー

デ
ン
国
王
ら
が
来
旭
し
て
参
加
し
ま

す
。
外
国
の
国
王
が
地
方
行
事
の
た

め
に
来
日
す
る
こ
と
は
、
か
つ
て
無

い
こ
と
で
あ
る
」
と
来
年
の
記
念
行

事
の
紹
介
を
か
ね
て
挨
拶
を
述
べ
ら

れ
た
。
続
い
て
来
賓
、
国
会
議
員
の

紹
介
、
乾
盃
の
後
、
宴
に
入

っ
た
。

総
会
パ
ー
テ
ィ
ー
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
会
員
の
牧
田
逸
子
さ
ん

は
じ
め
足
立
景
子
、
大
橋
玲
子
、
西

田
育
子
、
橋
本
裕
子
ら
五
夫
人
に
よ

る

ハ
ワ
イ
の
フ
ラ

ｏ
ダ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
た
。
何
度
も
リ

ハ
ー
サ
ル
を
重

ね
た
ら
し
く
な
か
な
か
美
事
。
盛
ん

な
拍
手
を
浴
び
た
。
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い
よ
い
よ

一
九
九
〇
年
二
月
二
十

一
日
、
ス
ェ
ー
デ
ン
　
の
国
王
カ
ー

ル

・
グ
ス
タ
フ
十
六
世
を
迎
え

「第

十
回
旭
川
国
際
バ
ー
サ
ー

・
ス
キ
ー

大
会
」
が
盛
大
に
開
幕
さ
れ
る
。
国

王

一
行
は
新
東
京
国
際
空
港
（成
田
）

に
到
着
す
る
と
、
直
ち
に
旭
川
空
港

へ
向
わ
れ
る
予
定
と
伺

っ
て
い
る
。

一
国
の
国
王
陛
下
が
訪
日
し
て
首
都

に
と
ど
ま
ら
ず
す
ぐ
地
方
の
都
市
に

お
出
に
な
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
と

問
い
て
お
り
、
わ
が
旭
川
に
と

っ
て

は
大
そ
う
名
誉
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
。

と
く
に
こ
の
年
は
、
旭
川
開
基
百

年
に
当
り
、
数
々
の
記
念
行
事
が
日

自
押
し
の
中
で
、
国
王
の
ご
来
訪
は

ま
た
と
な
い
最
大
の
贈
り
も
の
と
な

る
に
違
い
な
い
。
こ
の
機
会
に
私
と

ス
ウ
エ
ー
デ
ン
と
の
結
び
つ
き
な
ど

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。

私
が
最
初
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
訪
れ

た
の
は

一
九
六
三
年
で
、
こ
の
年
、

こ
の
国
の
フ
ァ
ー
ル
ン
で
、
タ
ッ
フ

ェ
ル
ト
将
軍
、
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
ソ
ン

准
将
か
ら
ス
キ
ー
の
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

競
技
を
習
得
さ
せ
て
い
た
だ
き
日
本

へ
持
ち
か
え

っ
た
。
そ
の
後
、
同
国

の
モ
ー
ラ
ー
に
滞
在
す
る
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
の
日
本
代
表
選
手
、
松
橋

高
司
さ
ん
を
訪
ね
る
な
ど
合
計
す
る

と
十
二
、
三
回
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
を

訪
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
も

っ
と
も
思
い
出
に
残

る
の
は
、　
一
九
七
四
年
に
フ
ァ
ー
ル

ン
で
開
催
さ
れ
た
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
世

界
選
手
権
大
会
に
日
本
代
表
選
手
団

女
流
建
築
家
と
し
て
数
々
の
業
績

を
あ
げ
て
い
る
林
雅
子
さ
ん
は
旭
川

市
生
れ
、
道
立
旭
川
高
女
か
ら
日
本

女
子
大
学
家
政
学
部
生
活
芸
術
科
で

住
居
専
攻
。
東
京
工
業
大
学
建
築
系

研
究
生
と
し
て
清
家
清
研
究
室
に
入

る
。
こ
こ
で
才
能
を
開
花
さ
せ
た
。

昭
和
三
十

一
年
、
独
立
。
三
十
二
年

に
は
女
性
二
人
で
林

・
山
田

・
中
原

設
計
同
人
を
設
立
し
た
。
そ
の
間
、

桑
沢
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
、
日
本
女
子

大
、
東
大
な
ど
の
講
師
。

こ
の
人
の
作
品
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

の
監
督
と
し
て
参
加
し
た
お
り
の
こ

と
、
　

Ｙ

の
国
王
が
皇
太
子
殿
下
の

当
時
で
大
会
場
で
お
目
に
か
か
る
と
、

私
に

「
一
緒
に
走
ろ
う
」
と
気
軽
に

声
を
か
け
ら
れ
、
私
は
、
女
子
５
キ

ロ
コ
ー
ス
を
ご

一
緒
に
走
り
ま
し
た
。

力
強
い
ス
ト

ッ
ク
で
ス
キ
ー
の
技
術

も
な
か
な
か
だ
と
拝
見
し
た
。

こ
の
日
の
夜
は
、
関
係
者

一
同
が
、

皇
太
子
殿
下
に
お
招
き
に
預

っ
た
。

夕
食
会
場
の
邸
宅
は
御
殿
な
ど
と
い

う
固
苦
し
い
も
の
で
な
か

っ
た
。
た

だ
会
場
の
邸
宅
に
通
じ
る
雪
の
道
の

両
側
に
明
々
と
灯
る
キ

ヤ
ン
ド
ル
が

ず
ら

っ
と
約
五
百
メ
ー
ト
ル
続
い
て

い
た
。
何
と
幻
想
的
な
美
事
さ
。
こ

の
キ
ャ
ン
ド
ル
の
列
が
長
け
れ
ば
長

い
ほ
ど
賓
客

へ
歓
迎
の
意
を
表
わ
し

て
い
る
と
聞
い
た
。

当
夜
は
馳
走
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

帰
り
し
な
に
皇
太
子
殿
下
に
お
別
れ

の
ご
挨
拶
を
す
る
と
、
殿
下
は

一
人

一
人
と
固
い
握
手
を
交
わ
さ
れ
、
香

り
の
高
い
葉
巻
を

一
本
ず
つ
贈

っ
て

で
の
び
や
か
な
こ
と
に
定
評
が
あ
る
。

五
十
六
年
に
は
、
建
築
界
の
芥
川
賞

に
当
る
日
本
建
築
学
会
賞
を
受
け
て

い
る
。
授
賞
理
由
も

「
切
れ
味
の
よ

い
部
品
加
工
と
単
純
明
快
な
表
現
、

豪
快
な
空
間
構
成
」
と
い
う
の
だ

っ

た
。
ま
た
同
年
、
「ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
も

つ
家
、
雪
囲
い
の
あ
る
家
な
ど

一
連

の
住
宅
作
品
に
対
し
、
こ
れ
も
直
木

賞
と
い
わ
れ
る
吉
田
五
十
八
賞
も
と

っ
た
。
「雄
こ
ん
豪
快
。
ス
カ
ッ
と
し

た
空
間
、き
も
ち
の
よ
い
家
。
落
ち
つ

い
た
正
統
派
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

下
さ

っ
た
。
私
は
す

っ
か
り
感
激
し

て
、
こ
の
葉
巻
を
大
事
に
日
本

へ
持

ち
帰
り
、
父
親
に
お
み
や
げ
に
し
た

の
を
覚
え
て
い
る
。

も
う

い
う
ま
で
も
な
く

「
バ
ー
サ

ー

・
ス
キ
ー
大
会
」
は
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
建
国
の
父
、
バ
ー
サ
ー
国
王
の
名

に
因
ん
で
開
ら
か
れ
た
も
の
で
、
か

ね
て
私
が
現
地
の
様
子
を
見
聞
し
て

き
て
、
坂
東
旭
川
市
長
に
す
す
め
た

も
の
で
あ
る
。
こ
ん
ど
国
王
陛
下
を

迎
え
わ
が
故
郷
は
ど
ん
な
ア
サ
ヒ
カ

ワ

・
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
発
揮
す
る
の
だ

ろ
う
。
私
が
味
わ

っ
た
キ

ャ
ン
ド
ル

の
行
列
は
、
風
が
強
か
ろ
う
か
ら
無

理
と
し
て
も
、
ど
こ
か
で
ペ
ン
シ
ル

型
の
カ
ラ
ー
豆
電
燈
で
も

一
斉
に
振

っ
て
歓
迎
し
、
雪
国
旭
川
の
思
い
出

に
し
て
さ
し
あ
げ
た
ら
ど
ん
な
も
の

か
と
思

っ
た
り
し
て
い
る
。
国
王
陛

下
、
雪
国
旭
川

へ
の
お
出
を
こ
こ
ろ

か
ら
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
。
（東

京
旭
川
会
会
長
、全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
常
務

理
事
）

そ
の
他
、
住
宅
の
ほ
か
、
ヴ
ィ
ラ

・

イ
ナ
ワ
シ
ロ
、
東
京
都
中
国
留
学
生

寮
な
ど
を
設
計
。
著
書
に

「
こ
ど
も

室
と
遊
び
場
Ｌ
農
村
の
す
ま
い
Ｌ
障

子
の
本
」
な
ど
。
ご
主
人
は
東
工
大

清
家
研
究
室
で
知
り
合

っ
た
建
築
家

で
、
二
人
の
共
同
の
処
女
作
が
新
居

だ

っ
た
と
い
う
。
ア
メ
リ
カ
建
築
家

協
会
名
誉
会
員
の
ほ
か
、
六
十
二
年

か
ら
六
十
四
年
ま
で
日
本
建
築
学
会

理
事
を
勤
め
た
。

（須
藤
智
恵
子
記
）
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族
、
敗
残
兵
な
ど
含
む
）
は
約
八
万

人
を
超
え
、
そ
の
約

一
割
が
北
海
道

に
連
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
樺
戸
、

空
知
、
釧
路
を
合
わ
せ
て
も
収
容
能

力
が
お
い
つ
か
な
い
の
で
、
い
わ
ゆ

る
動
く
監
獄
と
い
わ
れ
た
タ
コ
部
屋

に
押
し
込
め
ら
れ
、
北
海
道
開
拓
の

い
し
ず
え
に
さ
れ
た
の
で
す
。
明
治

二
十
二
年
、
網
走
監
獄
を
創
設
し
た

そ
の
起
り
は
中
央
道

（現
在
の
国
道

三
十
九
号
線
）
を
開
く
こ
と
に
あ
り

ま
し
た
。

重
罪
人
ば
か
り
全
国
か
ら
集
め
ら

れ
、
網
走
川
に
架
け
ら
れ
た
鏡
橋
を

渡

つ
た
囚
人
は
、
再
び
生
き
て
帰
れ

な
い
、
と
い
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
旭

川
、
網
走
間
は
ま
だ
人
跡
未
踏
の
地

で
す
。
明
治
二
十
四
年
七
、
八
月
は

小
雨
が
降
り
続
い
た
た
め
、
食
糧
の

補
給
も
ま
ま
な
ら
ず
、
栄
養
不
足
と

過
労
が
重
な

っ
て
死
者
が
続
出
し
ま

し
た
。
当
時
は
奇
病
と
思
わ
れ
た
脚

気
が
全
身
に
あ
ら
わ
れ
た
た
め
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
苦
し
さ
に
堪
え
か

ね
て
脱
走
す
る
囚
徒
も
あ
と
を
絶
ち

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
山
の
中
で
は
逃

げ
お
お
せ
よ
う
も
な
く
、
や
が
て
捕

ま
り
、
斬
殺
の
み
せ
し
め
に
あ
い
ま

れ
量
ど
肺
ぃ

棄‐こ
砂
凛
最
〔
“
岬
聯
¨

一

お
わ
れ
て
い
た
卒
塔
婆
が
昭
和
三
十

三
年
、
地
元
民
の
手
で
発
堀
さ
れ
、

自
骨
化
し
た
遺
体
は
丁
重
に
火
葬
に

さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
し
め
ら
れ
て
い

た
腰
、
足
等
の
鎖
も
鎖
塚
に
収
め
ら

れ
ま
し
た
。
五
年
前
に
新
築
さ
れ
た

現
在
の
網
走
刑
務
所
に
は
、
い
ま
で

は
年
老
い
た
囚
人
な
ど
が
　
〉

バ
の

風
の
冷
た
さ
に
、
わ
ざ
と
盗
み
を
働

い
て
舞
い
戻

っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

五
寸
釘
の
虎
造
　
一
一重
施
錠
の
民

床
板
、
天
丼
板
の
中
は
十
五
セ
ン
チ

間
隔
の
大
い
柱
が
組
み
込
ま
れ
、
壁

や
板
を
は
が
し
て
も
容
易
に
脱
出
出

来
な
い
は
ず
で
し
た
が
、
こ
こ
に

一

人
の
脱
走
犯
、虎
造
が
い
ま
し
た
。
彼

は
ほ
か
の
監
獄
で
三
度
の
脱
走
に
成

功
し
、
も
う
網
走
し
か
な
い
と
い
う

わ
け
で
送
ら
れ
て
来
た
の
で
す
。
し

頭
の
良
い
彼
は
、
毎
朝
の
味
噌
汁

を
窓
枠
の
鉄
の
棧
と
、
手
足
の
錠
に

少
し
ず
つ
か
け
て
さ
び
さ
せ
、
と
う

と
う
窓
を
破

っ
て
天
丼
の
梁
を
伝
わ

っ
て
脱
出
に
成
功
し
ま
し
た
。

飛
び
下
り
た
時
、足
の
甲
に
五
寸
釘

を
さ
し
て
し
ま
い
し
か
し
受
一の
一織
ま́

「
で
あ

っ
た
た
め
、
こ
の
所
長
に
迷
惑

は
か
け
ら
れ
な
い
と
、
そ
の
後
は
模

範
囚
で
刑
期
を
終
え
、
以
後
自
分
の

数
奇
な
運
命
を
テ
ー
マ
に

一
座
を
組

ん
で
上
演
し
て
歩
い
た
そ
う
で
す
。

天
都
山
か
ら
　
天
の
都
に
の
ぼ
る

よ
う
な
心
地
が
す
る
と
こ
ろ
か
ら
天

都
山
と
名
付
け
ら
れ
た
標
高
二
百
七

メ
ー
ト
ル
の
山
。
山
項
か
ら
は
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
、
知
床
連
峰
、
大
雪

の

山
並
み
ま
で
三
百
六
十
度
視
界
が
ひ

ら
け
て
見
え
る
山
で
し
た
。
頂
上
に

は
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
館
が
あ
り
、
氷

に
開
ざ
さ
れ
た
部
屋
の
中
は
零
下
四

十
度
を
越
え
る
寒
さ
と
か
。

さ
て
今
夜
の
宿
泊
は
ホ
テ
ル
網
走

湖
荘
。
北
海
道
の
豊
饒
な
海
の
幸
、

こ
と
に
カ
ニ
は
も
う
本
当
に
た
く
さ

ん
、
と
い
う
ほ
ど
食
膳
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。
舟
盛
り
の
お
刺
身
も
見
事
で
、

雲
丹
、
蟹
、
甘
蝦
、
鯛
、
ま
ぐ
ろ
、

帆
立
貝
と
も
う
食
べ
切
れ
な
い
位
。

本
場
の
ビ
ー
ル
を

一
気
に
呑
み
干
し

ま
し
た
。
宴
会
で
は
自
己
紹
介
を
兼

ね
て
最
年
長
の
村
井
与
吉
さ
ん
か
ら
。

・・
　

．

も
と
、
ウ
タ
リ
集
落
の
入
口
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
ウ
タ

リ
の
人
達
と
は

一
諸
に
勉
強
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
高
等
小
学
校
で

は
共
に
学
び
ま
し
た
。
旭
川
商
業

に
進
み
、
そ
の
後
上
京
し
合
同
焼

酎
に
入
社
、
谷
武
雄
さ
ん
が
先
輩

だ

っ
た
の
で
旭
川
会
を
作
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
平
岡
敏
男
さ
ん

ら
と
語
ら

っ
て
こ
の
会
を
創
立
し

た
の
で
す
。
」

関
晃
さ
ん

「今
ま
で
三
回
、
参
加

し
ま
し
た
が
、
今
回
が

一
番
良

い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
予

算
で
大
変
な
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

今
回
は
旭
川
市
役
所
等
か
ら
力
添

え
が
あ

っ
た
と
も
聞

い
て
お
り
ま

す
。
」

山
下
喜
代
次
さ
・ん
「私
は
千
葉
県
の

生
ま
れ
で
旭
川
出
身
で
は
な

い
の

で
す
が
、
吉
田
敏
明
さ
ん
の
ご
縁

で
毎
回
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。　
一
回
目
は
礼
文
島
、

二
回
目
は
積
丹
、
三
回
目
は
知
床

と
、
北
海
道
の
良
さ
、
ひ
い
て
は
日

本
の
良
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
て
い

主笙ぢニネ |こ itあ ら梁あ茨百提藝託れをああるテ丙港床て石た 輪゙期原生のし旅

第
七
回
郷
土
訪
間
の
旅
参
加
者

（敬
称
略
、
順
不
同
）

御
手
洗
正
夫
、
御
手
洗
節
、
大
城
栄

子
、
竹
原
茂
雄
、
落
合
隆
明
、
落
合

サ
ヨ
子
、
花
輪
元
治
、
武
田
陽
子
、

伊
藤
英
子
、
福
原
博
子
、
折
登
建
憲
、

西
田
育
子
、
須
藤
智
恵
子
、
本
間
敏

弘
、
本
間
冨
美
子
、
古
川
勝
吉
、
亀

井
歓

一
、
亀
井
さ
か
え
、
森
基
、
森

弘
子
、
中
山
豊
昭
、
中
山
多
美
子
、

伊
塚
清
、
伊
塚
幸
子
、
伊
塚
幸
絵
、

村
井
与
吉
、
中
村
圭

一
、
中
村
寿
美

子
、
福
居
信

一
、
福
居
典
子
、
福
居

信
浩
、
福
居
沙
織
、
加
藤
民
次
郎
、

片
上
照
子
、
富
田
須
美
子
、
田
中
館

館
和
子
、
田
中
館
久
志
、

山
下
喜
代
次
、
山
下
華
子
、
山
下
三

佳
子
、
増
宮
建
三
、
増
宮
和
枝
、
萩

野
敏
夫
、
萩
野
み
ど
り
、
小
西
孝

一
、

小
西
和
子
、
中
島
ス
ミ
子
、
林
茂
、

廣
瀬
美
津
子
、
穴
水
鈴
子
、
荒
井
知

子
、
鈴
木
与
之
助
、
鈴
木
昌
子
、
白

川
貴
孝
、
笠
原
貞
夫
、
柴
田
静
子
、

関
晃
、
吉
田
浩
二
、
小
須
田
富
男
、

三
浦
久
子
、
山
田
勝
久
、
杉
本
哲
男
、

浜
名
武
治
、
廣
瀬
ヨ
シ
子
、
阪
本
ケ

イ
子
、
寺
田
慧
美
子
、
園
城
つ
る
子
、

坂
東
幸
子
、坂
東
勝
利
、吉
田
洋
幸
、吉

田
妙
子
、吉
田
祐
樹
、青
木
正
江
、高
橋

信
子
、茂
川
ト
ョ
、福
田
智
江
子
、際
誠

一
、
山
際
富
美
子
、
佐
々
木
京
子
、

野
村
孝
之
、
野
村
正
子
、
野
村
理
津

子
、
野
村
修
子
、
中
村
肇
、
石
田
広

二
、
鴻
上
修

一
、
高
橋
敏
雄
、
三
浦

樹

一
、
桑
本
平
八
。

◇

「北
海
道
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
イ
ン

あ
さ
ひ
か
わ
」
参
加
者

田
中
館
志
郎
、
長
尾
あ
す
か
、
山
下

和
幸
、
山
下
知
子
、
山
下
育
子
、
磯

聖
、
富
井
恵
子
、
山
崎
真
吾
、
山
下

真
紀
、
沖
田
真
理
子
、
須
藤
裕
美
、

佐
野
剛
士
、
鈴
木
陸
夫
、
鈴
木

一
史
、

深
沢
将

一
郎
、
星
野
晃

一
郎
、
堀
内

淳
郎
、
宮
本
尚
保
、
亀
川
優
貴
、
小

倉
雄
介
、
飯
塚
純
、
餅
田
拓
也
、
天

城
朋
子
、
五
十
嵐
圭
、
五
十
嵐
綾
、

根
岸
智
子
、
金
田
純
、
中
村
良
平
、

石
田
良
輔
、
大
久
保
ま
さ
美
、
福
村

陽
子
、
福
村
磨
理
子
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族
、
敗
残
兵
な
ど
含
む
）
は
約
八
万

人
を
超
え
、
そ
の
約

一
割
が
北
海
道

に
連
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
樺
戸
、

空
知
、
釧
路
を
合
わ
せ
て
も
収
容
能

力
が
お
い
つ
か
な
い
の
で
、
い
わ
ゆ

る
動
く
監
獄
と
い
わ
れ
た
タ
コ
部
屋

に
押
し
込
め
ら
れ
、
北
海
道
開
拓
の

い
し
ず
え
に
さ
れ
た
の
で
す
。
明
治

二
十
二
年
、
網
走
監
獄
を
創
設
し
た

そ
の
起
り
は
中
央
道

（現
在
の
国
道

三
十
九
号
線
）
を
開
く
こ
と
に
あ
り

ま
し
た
。

重
罪
人
ば
か
り
全
国
か
ら
集
め
ら

れ
、
網
走
川
に
架
け
ら
れ
た
鏡
橋
を

渡

つ
た
囚
人
は
、
再
び
生
き
て
帰
れ

な
い
、
と
い
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
旭

川
、
網
走
間
は
ま
だ
人
跡
未
踏
の
地

で
す
。
明
治
二
十
四
年
七
、
八
月
は

小
雨
が
降
り
続
い
た
た
め
、
食
糧
の

補
給
も
ま
ま
な
ら
ず
、
栄
養
不
足
と

過
労
が
重
な

っ
て
死
者
が
続
出
し
ま

し
た
。
当
時
は
奇
病
と
思
わ
れ
た
脚

気
が
全
身
に
あ
ら
わ
れ
た
た
め
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
苦
し
さ
に
堪
え
か

ね
て
脱
走
す
る
囚
徒
も
あ
と
を
絶
ち

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
山
の
中
で
は
逃

げ
お
お
せ
よ
う
も
な
く
、
や
が
て
捕

ま
り
、
斬
殺
の
み
せ
し
め
に
あ
い
ま

れ
量
ど
糀
ぃ

棄 ‐こ
砂
凛
漱
〔
“
呻
畔
¨

お
わ
れ
て
い
た
卒
塔
婆
が
昭
和
三
十

二
年
、
地
元
民
の
手
で
発
堀
さ
れ
、

自
骨
化
し
た
遺
体
は
丁
重
に
火
葬
に

さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
し
め
ら
れ
て
い

た
腰
、
足
等
の
鎖
も
鎖
塚
に
収
め
ら

れ
ま
し
た
。
五
年
前
に
新
築
さ
れ
た

現
在
の
網
走
刑
務
所
に
は
、
い
ま
で

は
年
老
い
た
囚
人
な
ど
が
　
〉

バ
の

風
の
冷
た
さ
に
、
わ
ざ
と
盗
み
を
働

い
て
舞
い
戻

っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

五
寸
釘
の
虎
造
　
一
一重
施
錠
の
一民

床
板
、
天
丼
板
の
中
は
十
五
セ
ン
チ

間
隔
の
大
い
柱
が
組
み
込
ま
れ
、
壁

や
板
を
は
が
し
て
も
容
易
に
脱
出
出

来
な
い
は
ず
で
し
た
が
、
こ
こ
に

一

人
の
脱
走
犯
、虎
造
が
い
ま
し
た
。
彼

は
ほ
か
の
監
獄
で
三
度
の
脱
走
に
成

功
し
、
も
う
網
走
し
か
な
い
と
い
う

わ
け
で
送
ら
れ
て
来
た
の
で
す
。
し

頭
の
良
い
彼
は
、
毎
朝
の
味
噌
汁

を
窓
枠
の
鉄
の
棧
と
、
手
足
の
錠
に

少
し
ず
つ
か
け
て
さ
び
さ
せ
、
と
う

と
う
窓
を
破

っ
て
天
丼
の
梁
を
伝
わ

っ
て
脱
出
に
成
功
し
ま
し
た
。

飛
び
下
り
た
時
、足
の
甲
に
五
寸
釘

で
あ

っ
た
た
め
、
こ
の
所
長
に
迷
惑

は
か
け
ら
れ
な
い
と
、
そ
の
後
は
模

範
囚
で
刑
期
を
終
え
、
以
後
自
分
の

数
奇
な
運
命
を
テ
ー
マ
に

一
座
を
組

ん
で
上
演
し
て
歩
い
た
そ
う
で
す
。

天
都
山
か
ら
　
天
の
都
に
の
ぼ
る

よ
う
な
心
地
が
す
る
と
こ
ろ
か
ら
天

都
山
と
名
付
け
ら
れ
た
標
高
二
百
七

メ
ー
ト
ル
の
山
。
山
頂
か
ら
は
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
、
知
床
連
峰
、
大
雪
の

山
並
み
ま
で
三
百
六
十
度
視
界
が
ひ

ら
け
て
見
え
る
山
で
し
た
。
頂
上
に

は
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
館
が
あ
り
、
氷

に
開
ざ
さ
れ
た
部
屋
の
中
は
零
下
四

十
度
を
越
え
る
寒
さ
と
か
。

さ
て
今
夜
の
宿
泊
は
ホ
テ
ル
網
走

湖
荘
。
北
海
道
の
豊
饒
な
海
の
幸
、

こ
と
に
カ
ニ
は
も
う
本
当
に
た
く
さ

ん
、
と
い
う
ほ
ど
食
膳
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。
舟
盛
り
の
お
刺
身
も
見
事
で
、

雲
丹
、
蟹
、
甘
蝦
、
鯛
、
ま
ぐ
ろ
、

帆
立
員
と
も
う
食
べ
切
れ
な
い
位
。

本
場
の
ビ
ー
ル
を

一
気
に
呑
み
干
し

ま
し
た
。
宴
会
で
は
自
己
紹
介
を
兼

ね
て
最
年
長
の
村
井
与
吉
さ
ん
か
ら
。

・・
　

．．．
　

・

も
と
、
ウ
タ
リ
集
落
の
入
口
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
ウ
タ

リ
の
人
達
と
は

一
諸
に
勉
強
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
高
等
小
学
校
で

は
共
に
学
び
ま
し
た
。
旭
川
商
業

に
進
み
、
そ
の
後
上
京
し
合
同
焼

酎
に
入
社
、
谷
武
雄
さ
ん
が
先
輩

だ

っ
た
の
で
旭
川
会
を
作
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
平
岡
敏
男
さ
ん

ら
と
語
ら

っ
て
こ
の
会
を
創
立
し

た
の
で
す
。
」

関
晃
さ
ん

「今
ま
で
三
回
、
参
加

し
ま
し
た
が
、
今
回
が

一
番
良
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
予

算
で
大
変
な
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

今
回
は
旭
川
市
役
所
等
か
ら
力
添

え
が
あ

っ
た
と
も
聞
い
て
お
り
ま

す
。
」

山
下
喜
代
次
さ
ん
「私
は
千
葉
県
の

生
ま
れ
で
旭
川
出
身
で
は
な
い
の

で
す
が
、
吉
田
敏
明
さ
ん
の
ご
縁

で
毎
回
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。　
一
回
日
は
礼
文
島
、

二
回
目
は
積
丹
、
三
回
目
は
知
床

と
、
北
海
道
の
良
さ
、
ひ
い
て
は
日

本
の
良
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
て
い

第
七
回
郷
土
訪
間
の
旅
参
加
者

（敬
称
略
、
順
不
同
）

御
手
洗
正
夫
、
御
手
洗
節
、
大
城
栄

子
、
竹
原
茂
雄
、
落
合
隆
明
、
落
合

サ
ヨ
子
、
花
輪
元
治
、
武
田
陽
子
、

伊
藤
英
子
、
福
原
博
子
、
折
登
建
憲
、

西
田
育
子
、
須
藤
智
恵
子
、
本
間
敏

弘
、
本
間
冨
美
子
、
古
川
勝
吉
、
亀

井
歓

一
、
亀
井
さ
か
え
、
森
基
、
森

弘
子
、
中
山
豊
昭
、
中
山
多
美
子
、

伊
塚
清
、
伊
塚
幸
子
、
伊
塚
幸
絵
、

村
井
与
吉
、
中
村
圭

一
、
中
村
寿
美

子
、
福
居
信

一
、
福
居
典
子
、
福
居

信
浩
、
福
居
沙
織
、
加
藤
民
次
郎
、

片
上
照
子
、
富
田
須
美
子
、
田
中
館

一
好
、
田
中
館
和
子
、
田
中
館
久
志
、

山
下
喜
代
次
、
山
下
華
子
、
山
下
三

佳
子
、
増
宮
建
三
、
増
宮
和
枝
、
萩

野
敏
夫
、
萩
野
み
ど
り
、
小
西
孝

一
、

小
西
和
子
、
中
島
ス
ミ
子
、
林
茂
、

廣
瀬
美
津
子
、
穴
水
鈴
子
、
荒
井
知

子
、
鈴
木
与
之
助
、
鈴
木
昌
子
、
自

川
貴
孝
、
笠
原
貞
夫
、
柴
田
静
子
、

関
晃
、
吉
田
浩
二
、
小
須
田
富
男
、

三
浦
久
子
、
山
田
勝
久
、
杉
本
哲
男
、

浜
名
武
治
、
廣
瀬
ヨ
シ
子
、
阪
本
ケ

イ
子
、
寺
田
慧
美
子
、
園
城
つ
る
子
、

坂
東
幸
子
、坂
東
勝
利
、吉
田
洋
幸
、吉

田
妙
子
、吉
田
祐
樹
、青
木
正
江
、高
橋

信
子
、茂
川
ト
ョ
、福
田
智
江
子
、際
誠

一
、
山
際
富
美
子
、
佐
々
木
京
子
、

野
村
孝
之
、
野
村
正
子
、
野
村
理
津

子
、
野
村
修
子
、
中
村
肇
、
石
田
広

三
、
鴻
上
修

一
、
高
橋
敏
雄
、
三
浦

樹

一
、
桑
本
平
八
。

◇

「北
海
道
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
イ
ン

あ
さ
ひ
か
わ
」
参
加
者

田
中
館
志
郎
、
長
尾
あ
す
か
、
山
下

和
幸
、
山
下
知
子
、
山
下
育
子
、
磯

聖
、
富
井
恵
子
、
山
崎
真
吾
、
山
下

真
紀
、
沖
田
真
理
子
、
須
藤
裕
美
、

佐
野
剛
士
、
鈴
木
陸
夫
、
鈴
木

一
史
、

深
沢
将

一
郎
、
星
野
晃

一
郎
、
堀
内

淳
郎
、
宮
本
尚
保
、
亀
川
優
貴
、
小

倉
雄
介
、
飯
塚
純
、
餅
田
拓
也
、
天

城
朋
子
、
五
十
嵐
圭
、
五
十
嵐
綾
、

根
岸
智
子
、
金
田
純
、
中
村
良
平
、

石
田
良
輔
、
大
久
保
ま
さ
美
、
福
村

陽
子
、
福
村
磨
理
子
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本
紙
編
集
ス
タ

ッ
フ
の

一
人
が
日

本
橋

・
高
島
屋
の
古
書
展
を
の
ぞ
い

て
い
た
ら
、
古

い
絵
葉
書
の
山
積
み

の
な
か
か
ら
、
写
真
カ

ッ
ト
の

「旭

川
師
国
通
り
舗
装
通
り
」
を
見
つ
け

て
買
い
求
め
た
。
図
柄
か
ら
見
て
ど

う
や
ら
四
條
通
り
の
交
差
点
に
立

っ

て
駅
方
面
を
撮
影
し
た
も
の
、
左
側

に
辻
薬
局
の
看
板
が
読
み
と
れ
、
右

側
は
三
階
建
て
の
堂
々
た
る
料
理
屋
、

三
日
月
、
そ
の
向
う
の
三
階
建
て
ビ

ル
は
た
し
か
マ
ル
カ
ツ
店
―
―
。
じ

っ
と
見
つ
め
て
い
る
と

「梅
も
桜
も

一
時
に
咲
い
て
春
は
目
覚
め
る
旭
川

～
」
と
唄

っ
た
旭
川
小
唄
の
昔
が
浮

び
上

っ
て
き
た
。　
一
九
九
〇
年
は
旭

川
開
基

百
年
、
こ
れ
は
、

昭
和
初
期

の
絵

ハ
ガ
キ
ら
し
い
。

開
基
百
年
記
念
行
事
Ｌ
ぱ
い

旭
川
市
は
、
明
治
二
十
二
年

（
一

八
九
〇
年
）
上
川
郡
に
旭
川
、
神
居
、

永
山
の
三
カ
村
が
開
ら
か
れ
た
こ
と

に
始
ま
り
、
平
成
二
年
に
輝
か
し
い

開
基
百
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
意
義

あ
る
年
に
各
種
の
記
念
事
業
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

記
念
事
業
は
、
式
典
、
行
事
、
施

設
、
郷
土
史
料
、
そ
の
他
の
五
つ
の

柱
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
こ

の
う
ち
主
な
も
の
を
―
―
。

［記
念
式
典
］
九
月
二
十
日
、
大
雪
ア

リ
ー
ナ
で
、
旭
川
の
誕
生
百
年
を
祝

う
出
発
の
宣
言
、
功
労
者
の
表
彰
、

記
念
映
画
の
上
映
な
ど
、
各
種
の
祝

賀
行
事
を
行
い
ま
す
。

［日
本
の
ま
つ
り

・
旭
川
］
八
月
十
日

か
ら
三
日
間
、
常
磐
公
園
と
そ
の
周

辺
で
青
森
市
の
ね
ぶ
た
、
秋
田
県
の

竿
灯
、
山
形
県
の
花
笠
ま
つ
り
、
徳

島
県
の
阿
波
お
ど
り
な
ど
の
芸
能
、

祭
り
を
招
き
、
物
産
、
縁
日
店
と
と

も
に
多
く
の
人
が
参
加
。

［市
民
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
］

七
月
か
ら
八
月
に
市
内
各
所
で
市
内

各
地
域
の
方
々
の
自
主
的
な
企
画
立

案
と
運
営
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
地
域

フ
押
抒
犠
い

で
す
。

　
　
　
）

［百
年
記
念
ホ
ー
ル
（仮
称
こ

歴
史

ｏ
文
化
資
料
館
、
記
念
ホ
ー

ル
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の
機
能
を
合
わ

せ
持

つ
記
念
施
設
で
、
大
雪
ア
リ
ー

ナ
の
北
側
に
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
Ю

完
成
は
平
成
五
年
度
。

［河
川
公
園
の
造
成
］
川
の
ま
ち
旭
川

に
ふ
さ
わ
し
い
河
川
公
園
を
旭
橋
の

上

・
下
流
に
造
成
し
ま
す
。
完
成
は

平
成
二
年
度
。

冬
ま

つ
り
盛
大
に

旭
川
冬
ま
つ
り
は
、
平
成
元
年
二

月
の
開
催
で
早
く
も
二
十
回
月
を
迎

え
ま
し
た
。
来
年
は
、
旭
川
開
基

一

老
月
さ
ん
の
川
柳
入
選

お
灸
の
火
派
閥
の
前
で
も
み
消
さ
れ

夏
と
来
て
夏
を
連
れ
去
る
球
児
た
ち

最
初
の
句
は
平
成
元
年
八
年
十
日

付
の
朝
日
新
聞
、
次
の
句
は
八
月
二

十
日
付
毎
日
新
聞
に
の
っ
た
川
柳
。

何
れ
も
旭
川
商
業
出
の
老
月
雅
彦
さ

ん
の
入
選
作
。
「会
社
勤
め
を
リ
タ
イ

ア
し
た
わ
が
人
生
に
川
柳
の
楽
し
さ

は
生
き
が
い
で
す
」
と
お

っ
し
ゃ
っ

て
い
た
。

〇
〇
年
幕
開
け
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
に
な
る
た
め
、
期
間
が
二

月
七
～
十
二
日
の
六
日
間
と
な
り
、

ま
た
、
会
場
も
旭
川
橋
下
流
の
河
川

広
場
に
常
磐
公
園
全
面
が
加
わ
り
、

一
層
ヮ
イ
ド
に
な
り
ま
す
。
来
年
は
、

雪
像
数
が
七
十
基
か
ら
百
基
に
な
る
ほ

か
、
氷
彫
刻
世
界
大
会
が
開
か
れ
る

の
で
、
氷
彫
刻
も
約
二
倍
の
九
十
基

余
り
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
９０
ふ
ゅ
と
ぴ
あ

ｅ
フ
エ
ア
」

が
同
時
開
催
さ
れ
、
積
雪
寒
冷
地
の

冬
の
生
活
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
の

全
国
克
雪

・
利
雪
見
本
市
な
ど
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
際
バ
ー
サ
ー
ス
キ
ー
大
会

国
内
最
大
級
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
と
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

「第
９
回

旭
川
国
際
バ
ー
サ
ー
ス
キ
ー
大
会
」

が
二
月
二
十

一
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

北
欧
か
ら
の
招
待
選
手
を
含
め
、　
一

万

一
千
六
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

小
さ
な
子
ど
も
を
背
負

っ
た
り
、
の

ぼ
り
を
持

つ
人
な
ど
、
思
い
思
い
に

走
り
抜
き
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
成
元
年
八
月
七
日
に
３６
度
と
い

う
、
旭
川
地
方
気
象
台
観
測
開
始
（明

治
三
十

一
年
）
以
来
、
史
上
最
高
の

気
温
を
記
録
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
第
四
回
旭
川
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ラ日本最大の 自転車 レース「ツール・ ド・北海道」が 10月 3日 に開かれた。

イ
ブ
ｏ
ジ
ャ
ム
制
」
が
、
七
月
二
十

日
、
江
丹
別
若
者
の
郷
で
開
か
れ
ま

し
た
。

ザ

・
ス
リ
ー

・
デ
ィ
グ
リ
ー
ズ
や

マ
リ
ー
ン
、
さ
ら
に
は
大
橋
純
子
な

ど
国
内
外
の

一
流
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

が
出
演
、
会
場
は
家
族
連
れ
な
ど
約

八
千
五
百
人
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
は
函
館
と

稚
内
を
結
ぶ
高
速
道
路
で
す
が
、
こ

の
う
ち
現
在
は
、
登
別
―
深
川
間
が

開
通
し
て
い
ま
す
。
深
川
―
旭
川
間

は
開
基
百
年
を
迎
え
る
九
九
〇
年
秋

の
開
通
を
め
ざ
し
て
、
順
調
に
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
自
動
車

道
が
開
通
す
る
と
、
旭
川
―
札
幌
間

が

一
時
間
半
程
度
で
結
ば
れ
る
こ
と

に
な
り
、
旭
川
の
産
業
や
経
済
の

一

層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

韓
国
水
原
市
と
妹
姉
提
携

十
月
十
七
日
、
旭
川
市
と
韓
国
の

水
原
（
ス
オ
ン
）
市
と
の
姉
妹
都
市
提

携

・
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
礼
統
ギ
調

印
式
に
は
、
水
原
市
長

ｏ
柳
錫
輔
ら

二
十
七
氏
が
旭
川
を
訪
れ
、
友
好
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
韓
国
の

ソ
ウ
ル
市
か
ら
南

へ
四
十
キ
ロ
に
あ

る
水
原
市
は
、
人
口
五
十
四
万
人
。

農
業
を
基
盤
に
、
最
近
で
は
電
子
工

業
な
ど
の
先
端
産
業
も
発
達
し
て
い

ま
す
。

昭
和
三
十
七
年
の
米
国
ブ
ル
ー
ミ

ン
ト
ン
市
、
昭
和
四
十
二
年
の
ソ
連

ユ
ジ
ノ
サ

ハ
リ
ン
ス
ク
市

（友
好
都

市
）
に
続
き
、
旭
川
市
で
は
３
番
目

の
国
際
親
善
提
携
と
な

っ
た
。
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東
京
旭
川
会
の
皆
さ
ん
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
で
、
ふ
る
さ
と
旭
川
の
国

際
化
が
進
展
し
て
い
る
。
米
国
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
発
行
の
日
英
両
語

の
日
刊
紙

『北
米
毎
日
新
聞
』
と
『
日

米
時
事
』
に
旭
川
の
紹
介
が
ド
ー
ン

と
出
て
い
た
。
さ
ら
に
ハ
ワ
イ
の
邦

字
紙

『
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

・
プ
レ
ス
』

と

『イ
ー
ス
ト

・
ウ
エ
ス
ト

ｏ
プ
レ

ス
』
に
も
ホ
ノ
ル
ル
で
毎
年
夏
に
開

催
さ
れ
る

「旭
川
展
」
が
紹
介
さ
れ

て
い
た
。

『北
米
毎
日
新
聞
』
に
よ
る
と

一
九

八
六
年
に
三
絃
家
元
の
菅
野
孝
山
氏

と
司
会
書

・
あ
づ
ま
じ
ゅ
ん

一
氏
が

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
日
系
社
会
の
呼

び
も
の

「桜
ま
つ
り
」
に
自
費
参
加

し
た
の
が
は
じ
ま
り
。
こ
れ
が
き

っ

か
け
と
な
り
、
平
成
元
年
四
月
に
は

金
森
耕
造
旭
川
観
光
協
会
長
を
団
長

に
ミ
ス
旭
川
の
林
亜
希
子
さ
ん
、
西

崎
流
静
代
社
中
、
孝
山
会
の
二
十
六

人
が

「桜
ま
つ
り
」
に
特
別
参
加
し

て
旭
川
の
Ｐ
Ｒ
と
国
際
交
流
を
深
め

た
。一

方
の
ハ
ワ
イ
で
も
邦
字
紙
の
ほ

か
日
本
語
ラ
ジ
オ
の
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
放
送

か
ら
佐
藤
圭
男
支
配
人

（函
館
出
身
）

が
来
日
、
旭
川
を
訪
れ
て
い
る
。
同

支
配
人
は

「
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
大
下
治
心

社
長
と
三
原
幸
雄
旭
川
市
議
が
知
り

あ
い
な
の
で
旭
川
展
放
送
の
ス
ポ
ン

サ
ー
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
や
は

り
売
れ
筋
は
特
産
の
家
具
の
よ
う
で

す
」
と
語

っ
て
い
た
。

（カ
ッ
ト
は
『北
米
毎
日
新
聞
し

海
外
の
新
聞
に
出
た
旭
川

第

二
の
都
市

た

、
雄

大
な
大
雪

山

連

峰

を

東

に
望

み
、
周

囲

を
丘

陵

に
囲

ま
れ
た

及

ふ
川

か
市
内

を
縫

う

っ
橋

も

　
市
民

の
構

　
と

し

て
愛

さ

れ
て

い
る
旭

橋

を

は

ね
と

　

ア
イ

ヌ
記
念

館

、
そ

し
て
北
海
道

の
四
季

を

一
枚

の
布

に
織

り
込

み
、
世

帥
砥
参
腫
晦
鷲
晰
ま
従
喝
”
鷹
」
抑
」
た一紙
″用
吟
雄
卜
詢
に組
則
匡辟
獅
社
“

旺
森
瑚
絆民
鵠
範
吐
榔
託
晰
嘘
晩
暖鍋
”
瓶
品
・ら肝
版
仲
景
瞬
会っ鈍詢
夢
鵬
長っぃ
、

六
想
別
刹
脚
椰
級
鶏
群
暖
Ｍ
Ｆ
西

′‐ヽ崎議
哺
猷
胤
弾
批
孝
動一一ｍ
膨
わ
い
潤
¨
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東京旭川会故郷交歓ゴルフ大会成績表

PLAYER OUT IN GROSS H.CoP NET RANK 備

笠 原  貞夫 14.4 75。 6 8位 V

」1牛文 進ニカ佳 20.4 76.6 10位

竹 原  茂 雄 109 31.2 77.8

森 基 14.4 79.6

御 手 !先 iI:夫

森   弘 子 31.2 79.8 N.P⑬

伊塚   清 137 大 i皮賞

木村 晃久 108 30

畠 山  五 郎 87 14.4 72.6 東 京旭 り|1会 長 賞

斉藤  吉雄 25.2 81.8 Jヽ 波 賞

荒 木  建 三 123 32.4 90。 6 D.C⑮

水本  昇 三 19。 2 73.8 2位
内田 IEX治 3位
佐 々木 憲― Jヽ ,皮 賞

菅 ヶ谷 金次 120 36

野沢   等 48 100 9位
信 吉 22.8 74。 2 5位

松 永 啓 二郎 16.8 77.2

野村  孝之 126 40

オ旨田  幸三 46 92 20.4 71.6 平 和 賞 0旭りll市 長 賞

水本 慶― 44 88 10.8 77.2 平 和 賞

井 岡  利 夫 100 26.4 73.6 1位

指 田 小枝 f― 94 16.8 77.2

野 FIJ tt F/7 49 96 16.8 79。 2

阿部  嘉之 49 93 13.2 79。 8

鷹野美弥雄 44 87

寺 島  由浩 54 103 27.6 75。 4 7位
足立  兼嘉 48 104 4位
桜 木   稔 104 25.2 78.8

佐 藤  文治 132

佐イ自 忠史 62 130

第
２
回
交
歓
ゴ
ル
フ
・コ
ン
ペ

東
京
旭
川
会
と
故
郷
旭
川
と
の
第

２
回
交
歓
ゴ
ル
フ
大
会
は
八
月
二
十

五
日
、
大
雪
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

西

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
三
十

一
人
、
私
が
ご

一
緒
し
た
旭

川
の
方
は
、　
ニ
ュ
ー
北
海
ホ
テ
ル
の

社
長
さ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
方
は
、

偶
然
に
も
私
の
旭
川
東
高
時
代
の
親

友
と
碁
仇
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
東
京
旭
川
会
の
笠
原
貞
夫

さ
ん
と
森
基
さ
ん
が
ご

一
緒
で
し
た

が
、
こ
の
お
二
人
と
も
ゴ
ル
フ
が
お

上
手
な
う
え
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
飛
距

離
に
目
を
見
は
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
多
分
、
年
令
か
ら
い
え
ば
私
が

一
番
若
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
わ
が

ド
ラ
イ
バ
ー
の
飛
距
離
た
る
や
全
く

さ
び
し
い
限
り
で
、
プ
レ
イ
中
、
小

さ
く
な

っ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

ゴ
ル
フ
が
終

っ
て
か
ら
賞
品
を
も

ら
う
こ
と
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
が
、

私
が
い
た
だ
い
た
の
は
、
優
勝
や
準

優
勝
の
賞
品
で
は
な
く
参
加
賞
で
す
。

こ
れ
が
鮭
の
ふ
り
か
け
で
、
そ
の
心

く
ば
り
に
恐
縮
し
ま
し
た
。

旭
川
で
の
ゴ
ル
フ
は
、東
京
で
や
る

ゴ
ル
フ
と
違

っ
て
、
ゴ
ル
フ
場
が
近

い
こ
と
と
、
暑
く
て
も
湿
度
が
低
い

た
め
に
あ
ま
り
汗
を
か
か
ず
に
プ
レ

イ
で
き
る
こ
と
が
な
に
よ
り
と
思
い

ま
す
が
、
ス
コ
ア
の
こ
と
は
二
の
次

に
し
て
、
見
上
げ
た
大
雪
山
の
勇
姿

は
、
ゴ
ル
フ
の
醍
醐
味
を
充
分
に
味

わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

（竹
原
茂
雄
記
）
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事
務
局
日
誌

（６３
ｏ９
ｏｌ
、～
平
成
ｌ
ｏ
８
ｏ３‐
）

▽
９

ｏ
ｌ６
＝
第
１
回
実
行
委
員
会
▽

９

ｏ
２６
＝
会
計
監
査
▽
１０

ｏ
５
＝
第

２
回
実
行
委
員
会
兼
行
事
委
員
会
▽

１０

・
７
＝
第
１
回
幹
事
会

（第
１２
回

総
会
象
い親
会
中
止
決
定
）
▽
１０

ｏ
ｌ７

＝
総
会
懇
親
会
中
止
案
内
、
会
員
に

発
送
▽
１０

・
２８
＝
編
集
委
員
会
▽
Ｈ
ｏ

‐２
＝
親
睦
委
員
会

（観
劇
案
内
発
送
）

▽
‐Ｏ

ｏ
‐７
＝
広
報
委
員
会
（座
談
会
）

▽
１０

。
３０
＝
郷
土
訪
問
委
員
会
▽
１２
・

‐３
＝
郷
土
訪
問
委
員
会
▽
１２

・
‐３
＝

編
集
委
員
会
▽
平
成
元
年
１

・
１８
＝

親
睦
委
員
会
▽
ｌ

ｒ
２６
＝
第
２
回
幹

事
会
▽
ｌ

ｏ
２８
＝
ふ
る
さ
と
会
連
合

会
交
礼
会
出
席
▽
２

ｏ
ｌ２
＝
全
日
本

綱
引
選
手
権
大
会
応
援

（女
子

「旭

川
ＢＬ
」
二
連
覇
）
▽
２

ｏ
ｌ５
＝
会
報

「な
な
か
ま
ど
」
第
Ｈ
号
発
行
▽
３

ｏ

２９
＝
郷
土
訪
問
委
員
会
▽
４

ｏ
ｌ４
＝

郷
土
訪
問
委
員
会
▽
４

ｏ
２２
＝
ふ
る

さ
と
会
連
合
会
総
会
出
席
▽
４

ｏ
２５

＝
第
３
回
幹
事
会
▽
５
ｏ２
＝
郷
土
訪

問
委
員
会
▽
５

ｏ
ｌ５
＝
郷
土
訪
問
委

員
会
（案
内
状
発
送
）
▽
７

ｏ
Ｈ
＝
郷

土
訪
問
委
員
会
▽
８

ｏ
ｌ
＝
郷
土
訪

問
委
員
会
▽
８

ｏ
２‐
＝
郷
土
訪
問
委

員
会
▽
８

ｏ
２４
＝
郷
土
訪
間
の
旅

・

「北
海
道
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
イ
ン
あ
さ

ひ
か
わ
」
出
発
、御
手
洗
団
長
他
１２‐
人
。

昭
和
六
十
三
年
度
収
支
決
算

（収
入
の
部
）

繰
入
金

年
会
費

名
簿
売
上
代
金

雑
収
入

合
計
　
　
　
一

七
六
二
、
一
四
四
円

工全
全
ハ
、
五
〇
〇
円

七
、
○
○
○
円

一
一、
二
五
五
円

、
四
三
七
、
八
九
九
円

将
棋
を
楽
し
み
な
が
ら
お
酒
が
飲

め
る
珍
し
い
店
。
女
主
人
仁
科
博
子

さ
ん
は
旭
川
市
神
居
町
生
れ
、
道
立

旭
川
高
女
出
身
で
将
棋
雑
誌
に
も
毎

月
掲
載
さ
れ
て
い
る
強
豪
。
将
棋
盤
、

カ
ラ
オ
ケ
あ
り
。
将
棋
の
で
き
な
い

人
も
集
る
。
ビ
ー
ル
、
つ
ま
み
二
品

つ
き
千
五
百
円
で
楽
し
め
る
店
。

◆
と
こ
ろ
＝
池
袋
駅
東
口
よ
り
徒
歩

六
分
　
豊
島
区
東
池
袋

一
の

一
四

◆
営
業
時
間
＝
土
曜
日
、
日
曜
日
、

休
祭
日
は
休
み
、
夕
方
五
時
二
十

分
か
ら
十
二
時
ま
で

◆
電
話
〇
三
―
九
八
七
―
五
九

一
七

冽寺
棋

¬
酒

ス 場
マ の
イ
ル
L

JR,と象

ノヾ ノとコ

（支
出
の
部
）

印
刷
費
　
　
　
一二
七
三
、
一壬
ニ
ハ
円

通
信
費
　
　
　
一
一
一
一
、
八
三
八
円

会
議
費

　

　

　

一
一
一五
、
工公

一〇
円

交
際
費
　
　
　
　
九
八
、
一
三

〇
円

事
務
費
　
　
　
　
五
五
、
○
○
○
円

手
数
料
　
　
　
　
一
九
、
八
七
六
円

雑
　
費
　
　
　
　
　
八
、
工公

一〇
円

支
出
計
　
　
　
八
九
二
、
五
〇
〇
円

繰
越
金
　
　
　
五
四
五
、
一二
九
九
円

Ａ
口
　
計
　
　
一
、
四
三
七
、
八
九
九
円

昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十

一
日

以
上
の
会
計
事
項
に
つ
い
て
監
査

の
結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ま
す
。

平
成
元
年
九
月
四
日

監
事
　
黒
崎
　
　
弘

南
　
　
栄
二

口
回
□

市
販
本
、
非
売
品
を
問
わ
ず
会
員

各
位
の
出
版
さ
れ
た
書
籍
を
紹
介
し

ま
す
の
で
皆
さ
ま
か
ら
の
提
供
を
お

待
ち
し
ま
す
。

◇
ご
寄
贈
を

こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
し
ま
す

旭
川
市
長
、
旭
川
市
議
会
議
長
、

旭
川
商
工
会
議
所
会
頭
、
旭
川
観
光

協
会
長
、
旭
川
地
方
卸
売
市
場
、

旭
川
バ
ー
サ
ー
ス
キ
ー
大
会
実
行
委

員
会
、
高
砂
酒
造
、
男
山
、
旭
川
タ

ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
、
第

一
梅
屋
、
毎

日
新
聞
社
、
高
島
屋
、
合
同
酒
精
、

サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
、
大
心
堂
雷
お
こ

し
、
日
本

エ
ア
シ
ス
テ
ム
東
京
支
店
、

ニ
ッ
カ
ウ
イ
ス
キ
ー
、
十
勝
、
日
立

電
線
、
セ
ー
キ
、
大
城
印
刷
、
オ
ー

ト
ク
チ

ュ
ー
ル
伊
藤
英
子
、
薬
日
本 ① ①

堂
、
田
村
縫
工
、
朝
日
金
庫
店
、
東

京
美
装
興
業
、
吉
田
敏
明
、
大
城
栄

子
、
松
原
利
治
、
福
原
博
子
、
矢
木

茂
昭
　
　
　
　
　
　
　
　
（順
不
同
）

◇
祝
電

北
海
道
倶
楽
部
理
事
長
各
同
秀
秀
信
、

男
山

ｏ
山
崎
興
吉
、
旭
商
同
窓
会
会

長

・
今
井
重
登
　
（順
不
同
・
敬
称
略
）

▽
お
悔
み

小
関
尚
志
殿
２

・
四

ｏ
一
二
）

村
上
茂
利
氏

（む
ら
か
み

ｏ
し
げ

と
し
）
平
成
元
年
十

一
月
二
十
日
、

肺
炎
の
た
め
小
平
市
の
昭
和
病
院
で

死
去
。
七
十

一
歳
。
葬
儀
は
二
十
二

日
、
久
留
米
市
大
空
会
館
で
。
喪
主

は
美
代
夫
人
。
北
海
道
遠
別
出
身
、

旭
川
中
、
中
大
法
卒
。
労
働
事
務
次

官
、
北
海
道
二
区
か
ら
当
選
三
回
、

皇
太
子
時
代
の
天
皇
陛
下
に
書
道
を

教
え
た
。
次
回
の
衆
院
選
に
出
馬
準

備
中
で
東
京
旭
川
会
の
グ
ス
ト

・
メ

ン
バ
ー
だ

っ
た
。

編
集
後
記

▽
昭
和
天
皇
ご
不
例
で
前
回
の
総

会
と
パ
ー
テ
ィ
ー
は
中
止
と
な

っ
た
。

二
年
ぶ
り
の
総
会
で
盛
り
上
り
を
見

せ
た
が
、
若
手
が
も

っ
と
い
て
い
い
。

１
月
１８
日
、
八
木
会
長
方
の
会
議
室

を
借
用
し
て
開
催
の
編
集
委
で
も
話

題
に
。
結
局
は
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
第

一
と
い
う
結
論
に
な

っ
た
。

▽
東
京
の
１０
チ
ャ
ン
ネ
ル

（テ
レ

ビ
朝
日
）
で
Ｈ
月
１８
日
、
「北
の
国
の

記
者
た
ち
、
温
度
差
５０
度
を
生
き
る

街
」
と
い
う
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
が
放
映

さ
ル　
ヽ
ナ
レ
ー
タ
ー
は
俳
優
の
森

本
レ
オ
。
六
年
前
、
旭
川
で
創
刊
さ

れ
た

『
日
刊
旭
川
新
聞
』
の
記
者
活

動
を
通
し
て
旭
川
と
い
う

ロ
ー
カ
ル

都
市
の
抱
え
る
諸
問
題
を
ド
キ

ュ
メ

ン
ト

ｏ
タ
ッ
チ
で
展
開
す
る
。
水
神

竜
王
神
社
の
妖
刀

（生
神
体
）
が
出

て
き
た
り
、　
一
年
生
が

一
人
し
か
い

な
い
就
実
小
学
校
や

「
は
ま
な
す
国

会
」
な
ど
様
々
な
故
郷
旭
川
の
カ
オ

が
出
た
。
し
か
し
こ
の
作
品
の
狙
い

は
何
な
の
か
、
い
ま

一
つ
判
き
り
し

な
い
。
た
だ
、
行
政
主
導
で
な
い
と

動
か
な
い
明
治
以
来
の
郷
土
の
体
質

に
、
若
い
記
者
た
ち
は
強
く
批
判
し

て
い
た
。
自
主
独
立
の
な
い
と
こ
ろ

に
オ
リ
ジ
ン
は
生
ま
れ
な
い
。

▽
旭
川
を
訪
れ
た
子
供
た
ち
の
作

文
集
を
旭
川
市
婦
人
少
年
室
が
発
行

し
た
。
こ
の
作
文
は
本
紙
に
掲
載
す

る
予
定
だ

っ
た
が
、
全
文
を
収
録
し

て
あ
る
の
で
再
録
を
と
り
止
め
た
。

ご
了
承
を
願
い
た
い
。
毎
号
送

っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
市
広
報
誌
の

『旭

川
市
民
』
を
拝
見
し
て
い
る
が
、
家

人
曰
く
、
「開
基
百
年
、
国
際
交
流
は

わ
か
り
ま
す
が
、
『旭
川
市
民
』
に
だ
）

尿
く
み
取
り
予
定
表
″
が
ぎ

っ
し
１

こ
の
辺
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
」
と

訊
ね
ら
れ
い
さ
さ
か
ギ
ャ
フ
ン
。
「
そ

う
い
っ
て
も
東
京
も
非
水
洗
地
域
が

目
立
つ
の
で
、
五
十
歩
、
百
歩
だ
が
、

文
化
と
は
、
文
明
と
は
何
か
を
問
わ

れ
た
み
た
い
だ
な
」
と
い
う
の
が
精

い
っ
ぱ
い
。
国
際
交
流
は
大
い
に
け

っ
こ
う
な
の
だ
が
…
…
パ
２
）

▽
本
紙
の
編
集
ス
タ
ッ
フ
＝
桑
本

平
八
、
田
村
昌
士
、
大
久
保
藤
次
郎
、

須
藤
智
恵
子
、
伊
藤

一
男
、
橋
本
裕

子
、
高
橋
文
子
。


